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News of the town ●● ●

毎
年
恒
例
の
黒
砂
糖
ま
つ
り
が
、
畦
プ
リ
ン
ス
ビ
ー
チ
で
５
月
５
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
初
夏
の
さ
わ
や
か
な
晴
天
の
も
と
、
海

開
き
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
浜
辺
に

埋
め
ら
れ
た
お
菓
子
を
探
す
宝
探
し
に
参
加
。
ま
だ
肌
寒
さ
の
の
こ
る

海
で
、
早
く
も
子
ど
も
た
ち
が
泳
ぎ
始
め
ま
し
た
。

広
場
の
サ
タ
ヤ
ド
リ
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
汁
を
炊
く
小
屋
）
付
近
で
昔
な

が
ら
の
黒
砂
糖
作
り
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
工
程
を
見
学

し
ま
し
た
。
会
場
内
で
手
作
り
さ
れ
た
黒
砂
糖
は
、
無
料
で
ふ
る
ま
わ

れ
出
来
立
て
の
味
を
求
め
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

会
場
の
広
場
で
は
、
舞
台
を
観
賞
し
た
り
、
出
店
の
飲
食
を
楽
し
む

沢
山
の
来
場
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
初
夏
の
心
地
よ
い
木
陰
で
そ

よ
風
を
う
け
な
が
ら
、
家
族
や
仲
間
同
士
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

２
０
１
６　

黒
砂
糖
ま
つ
り
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まちの話題●● ●

「
第
53
回
富
山
丸
慰
霊
祭
」（
富
山
丸
遺

族
会
・
徳
之
島
町
・
な
ご
み
の
岬
公
園
運

営
協
議
会
主
催
）
が
４
月
22
日
、
亀
徳
の

な
ご
み
の
岬
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
全

国
各
地
か
ら
参
加
し
た
70
名
の
遺
族
と
地

元
住
民
が
参
列
し
、
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈

り
平
和
を
誓
い
ま
し
た
。

式
典
は
高
岡
秀
規
町
長
の
祭
祀
に
続

き
、
鹿
児
島
県
遺
族
会
の
野
元
幸
一
さ
ん

が
「
平
和
な
今
日
こ
そ
富
山
丸
の
悲
劇
を

振
り
か
え
り
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
尊
い
犠

牲
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
数
多
く
の
教
訓
を

次
世
代
に
伝
え
て
い
く
義
務
が
あ
る
」
と

慰
霊
の
詞
こ
と
ば
を
捧
げ
ま
し
た
。

各
県
遺
族
会
の
献
花
で
は
、
４
月
に
起

き
た
熊
本
地
震
を
う
け
故
郷
を
心
配
す
る

思
い
や
現
在
の
平
和
と
豊
か
さ
へ
感
謝
の

思
い
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

富山丸慰霊祭
冥福と平和への祈り

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
４
月
29
日
、

「
平
成
28
年
度
徳
之
島
町
地
域
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
各
地
区
の
代
表
ら
１
１
１
名
が

出
席
し
、
平
成
28
年
度
予
算
な
ど
５
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

町
地
域
女
性
連
絡
協
議
会
の
米
良
洋
子

会
長
は
、
前
年
度
の
行
事
や
活
動
へ
の
感

謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
平
成
28
年
度
の

活
動
に
つ
い
て
「
健
康
は
自
分
で
守
り
、

周
囲
へ
健
診
を
促
し
ま
し
ょ
う
」
と
協
力

を
求
め
ま
し
た
。

今
年
度
の
町
地
女
連
の
活
動
目
標
は

「
地
域
の
み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に
～
手

を
携
え
よ
う
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
「
教

育
」
や
「
環
境
」
な
ど
８
項
目
を
掲
げ
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

地域女性団体連絡協議会総会
女性の結束力を活かして

町
文
化
会
館
で
４
月
25
日
、
町
高
齢
者

ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
「
ゆ
め
・
と
き
め

き
『
し
じ
ゅ
う
ニ
コ
ニ
コ
フ
ィ
ス
テ
ィ
バ

ル
』」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
収
支
決
算
や
平
成
28
年
度

事
業
活
動
並
び
予
算
な
ど
４
議
案
が
、
出

席
し
た
約
４
０
０
名
の
会
員
に
よ
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
会
員
か
ら
は
会
則
の
整
理

や
各
地
区
負
担
金
の
軽
減
な
ど
の
意
見
が

あ
げ
ら
れ
、
新
年
度
の
活
動
に
向
け
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

協
議
後
は
健
康
に
つ
い
て
講
話
が
行
わ

れ
、
健
康
寿
命
を
の
ば
し
健
康
に
長
生
き

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
会
員
で
再
認
識
し

ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
芸
能
披
露
で
は
、

仲
間
が
披
露
す
る
舞
台
芸
能
を
楽
し
み
会

員
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

しじゅうニコニコフェスティバル
健康でいきいきと

４
月
18
日
、
ス
ピ
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
ン
・
ワ

ヘ
ラ
ー
氏
や
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
の
碇
山
勇

生
氏
ら
関
係
者
が
町
役
場
を
訪
れ
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。

ス
ピ
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
と
は
、
素
潜

り
で
海
に
潜
り
、
も
り
な
ど
で
魚
を
突
く

ス
ポ
ー
ツ
競
技
。
世
界
各
国
を
周
っ
て
き

た
ブ
ラ
ン
ド
ン
さ
ん
は
「
徳
之
島
は
三
年

前
に
初
め
て
訪
れ
、
こ
れ
で
３
度
目
。
ト

ン
バ
ラ
岩
の
付
近
は
１
０
０
kg
級
の
磯
マ

グ
ロ
が
み
ら
れ
る
ス
ピ
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
に
絶
好
の
ス
ポ
ッ
ト
」
と
徳
之
島
の
海

の
魅
力
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

仲
介
役
の
横
浜
寛
さ
ん
は
、
海
の
資
源

の
活
用
に
よ
る
島
の
活
性
化
へ
の
可
能
性

に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

世界チャンピオンらと意見交換
きゅら海の魅力を世界へ
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町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
５
月
７
日
、
母
の

日
恒
例
の
「
第
43
回
徳
之
島
町
地
域
女
性

団
体
連
絡
協
議
会
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は
町
内
10
地
区
の
選
手

や
応
援
団
な
ど
約
６
０
０
名
が
集
ま
り
、

14
種
目
の
様
々
な
競
技
に
奮
闘
し
ま
し

た
。平

成
28
年
度
の
新
役
員
体
制
で
望
む
初

と
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
競
技
を
と
お
し
会

員
同
士
が
触
れ
合
い
各
地
区
の
絆
を
深
め

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
家
事
や
仕
事
を
忘

れ
、
心
か
ら
運
動
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

順
位
は
以
下
の
通
り
で
す
。

１
位
：
中
区
チ
ー
ム

２
位
：
母
間
チ
ー
ム

３
位
：
尾
母
チ
ー
ム

躍
進
賞
：
母
間
チ
ー
ム

町地女連運動会
家事を忘れ楽しむ一日

町スポーツ少年団交歓大会・野球競技
交歓大会開幕！町

総
合
運
動
公
園
野
球
場
で
５
月
７
日
、
徳
之

島
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
野
球
競
技
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交

歓
大
会
」
の
開
幕
戦
に
、
町
内
４
チ
ー
ム
が
新
生

メ
ン
バ
ー
で
望
み
、
競
技
に
力
の
限
り
を
尽
く
し

ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

１
位
：
亀
津
ラ
イ
オ
ン
ズ

２
位
：
亀
津
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

３
位
：
亀
徳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

３
位
：
神
之
嶺
ド
リ
ー
ム
ス

優勝旗を手にする亀津ライオンズ

図
書
館
一
階
ロ
ビ
ー
で
４
月
30
日
、
町

立
図
書
館
主
催
の
「
子
ど
も
読
書
の
日
お

話
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
約
30
名
の
親
子
づ
れ
な
ど
が
訪
れ
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
大
型
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
お
話
し
会
で
は
、
４
月
に
起
き

た
熊
本
地
震
を
う
け
、
地
震
対
策
の
大
型

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
震
が
起
き
た
時
の
注
意
点
を
わ
か
り
や

す
い
絵
と
図
書
館
員
の
や
さ
し
い
口
調
で

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
絵

本
に
出
て
く
る
仕
掛
け
に
夢
中
に
な
り
な

が
ら
真
剣
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

初
夏
の
気
持
ち
の
良
い
風
が
そ
よ
ぐ
図

書
館
で
、
来
場
者
は
お
話
の
世
界
を
楽
し

み
ま
し
た
。

子ども読書の日お話し会
子どもの成長にたくさんの本を！
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社
会
教
育
課
で
は
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り
、

文
化
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を

行
い
家
庭
の
教
育
力
と
地
域
力
の
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

紹介します !

社会教育課
役場 の仕事

【
青
少
年
教
育
】

青
少
年
育
成
係
で
は
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
の
連
携
を
図
り
、

青
少
年
の
自
然
体
験
・
社
会
体

験
な
ど
の
体
験
活
動
の
取
り
組

み
を
通
し
て
、
青
少
年
育
成
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
「
青
少
年
育
成
の
日
」「
家
庭

の
日
」「
育
児
の
日
」
の
周
知

徹
底
と
活
動
促
進

●
自
然
体
験
、
社
会
体
験
、
生

活
体
験
の
活
動
の
推
進

●
子
ど
も
会
の
育
成
と
連
携
強

化
●
校
外
生
活
指
導
連
絡
協
議
会

の
活
動
の
活
性
化

●
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

●
青
年
団
と
の
連
携
強
化
、
活

動
支
援

【
成
人
教
育
】

●
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
に
関

す
る
こ
と

・
マ
マ
ｎ
ａ
ｖ
ｉ
・
・
・
毎
月

第
３
日
曜
日
午
前
10
時
か
ら

保
護
者
同
士
の
交
流
を
通
じ

て
悩
み
や
迷
い
な
ど
心
の
負
担

の
軽
減
、
子
育
て
に
関
す
る
情

報
の
提
供
、
子
ど
も
と
の
関
わ

り
方
な
ど
の
学
習
を
し
て
い
ま

す
。

・
家
庭
教
育
支
援
員
に
よ
る
出

前
講
座

家
庭
教
育
学
級
や
地
域
の
集

ま
り
等
へ
出
向
き
家
庭
教
育
の

大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

●
女
性
団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
育
成

研
修
に
関
す
る
こ
と

●
生
涯
学
習
講
座
の
開
催

【
芸
術
文
化
】

●
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
整
備

と
運
営

施
設
・
設
備
の
充
実
を
図
り

学
級
・
講
座
の
開
設
、施
設
（
ホ
ー

ル
・
研
修
室
・
和
室
・
視
聴
覚
室
・

調
理
室
・
工
作
室
・
音
楽
練
習
室
）

を
開
放
し
て
お
り
、
研
修
、
発

表
会
、
会
議
な
ど
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
の
利
用
を
推
進
し
、
中
央

公
民
館
と
し
て
各
自
治
公
民
館

と
連
携
し
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
て
い
ま
す
。
又
１
月
２
日

に
成
人
式
式
典
を
開
催
し
新
成

人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

●
文
化
芸
術
の
振
興

芸
術
文
化
関
係
団
体
の
育
成

と
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

又
公
民
館
講
座
や
自
主
学
習
グ

ル
ー
プ
の
育
成
を
推
進
し
、
文

化
祭
や
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
や
島

口
・
島
唄
の
祭
典
な
ど
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

又
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た

『
子
ど
も
芸
術
鑑
賞
事
業
』・
中

学
生
を
対
象
に
し
た
『
文
化
芸

術
に
よ
る
子
ど
も
の
育
成
事
業
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

幼
児
か
ら
高
齢
者
を
対
象
に

し
た
芸
術
・
文
化
の
新
た
な
発

見
を
目
指
し
ま
す
。

生涯学習講座の様子

成人式に参加する新成人のみなさん島口・島唄の祭典

生涯学習フェアに参加する子どもたち町文化祭を観賞する沢山の観客

役場の仕事　社会教育課
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【
郷
土
資
料
館
】

徳
之
島
町
郷
土
資
料
館
は
平

成
16
年
に
開
館
し
ま
し
た
。
場

所
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
三

階
で
す
。

資
料
展
示
室
が
約
２
０
０
㎡
、

収
蔵
室
が
百
㎡
余
り
あ
っ
て
、

ロ
ビ
ー
で
は
徳
之
島
闘
牛
・
徳

之
島
の
史
跡
・〈
横
綱
〉
朝
潮

太
郎
の
資
料
や
徳
之
島
岩
石
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
展
、
徳
之
島
の
希

少
動
植
物
写
真
展
、
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
写
真
展
を
開
い

て
い
ま
す
。（
４
／
１
現
在
）

ま
た
、
資
料
館
内
で
は
島
唄

（
新
民
謡
の
場
合
も
）
を
流
し
、

ロ
ビ
ー
の
方
で
は
徳
之
島
の
唄

と
踊
り
と
祭
り
の
映
像
を
ご
覧

に
な
る
事
が
出
来
ま
す
。

館
内
は
、
い
く
つ
か
の
コ
ー

ナ
ー
に
別
れ
て
い
ま
す
。
入
口

を
入
る
と
ま
ず

●
「
徳
之
島
の
あ
ゆ
み
・
歴
史
・

先
人
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
迎
え

て
く
れ
ま
す
。

こ
こ
に
は
町
内
の
遺
跡
か
ら

発
掘
さ
れ
古
代
の
人
た
ち
が
実

際
に
使
っ
て
い
た
石
器
や
土
器
、

琉
球
王
国
支
配
時
代
の
遺
品
、

薩
摩
藩
統
治
時
代
の
古
文
書
、

近
代
の
「
亀
津
学
士
村
」
資
料

な
ど
明
治
以
降
に
徳
之
島
か
ら

出
た
数
多
く
の
偉
人
た
ち
や
戦

後
の
本
土
復
帰
の
様
子
な
ど
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。

●
「
暮
ら
し
と
伝
統
工
芸
」
の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

こ
こ
に
は
数
十
年
前
ま
で
使

わ
れ
て
い
た
カ
メ
、
農
機
具
、

釣
具
、
バ
シ
ャ
ギ
ン
な
ど
の
電

気
・
水
道
・
ガ
ス
も
な
か
っ
た

頃
の
生
活
道
具
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
よ
う

に
田
植
え
や
稲
刈
り
、
ハ
マ
オ

リ
行
事
、
黒
糖
作
り
、
イ
ノ
ー

で
の
漁
な
ど
人
々
の
生
活
を
克

明
に
捉
え
た
写
真
が
た
く
さ
ん

展
示
さ
れ
て
お
り
映
像
に
よ
る

ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

●
「
自
然
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
貝
の
展
示
や
徳

之
島
の
自
然
の
紹
介
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

徳
之
島
は
、
未
だ
に
な
ぞ
の

多
い
島
で
す
。
琉
球
に
も
負
け

な
い
ほ
ど
の
権
力
者
が
い
た
時

代
が
あ
っ
た
と
も
い
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
発
見
や
研
究

成
果
が
で
て
く
る
か
楽
し
み
な

島
で
す
。
ま
た
、
数
多
く
の
国

指
定
天
然
記
念
物
も
生
息
し
て

い
る
特
別
な
島
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
昨
年
に
も
増
し
て

多
く
の
方
に
資
料
館
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
郷
土
資
料
館
で
行
っ
て
い
る

主
な
仕
事

①
文
化
財
の
調
査
・
研
究

②
文
化
財
の
記
録
・
収
集
・

活
用

③
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会

に
関
す
る
こ
と

④
文
化
財
の
指
定
・
保
護
管

理
・
活
用

⑤
文
化
財
保
護
普
及
・
啓
発

⑥
町
郷
土
資
料
館
の
運
営
・

管
理
保
管

・
開
館
時
間午

前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

・
休
館
日毎

週
月
曜
日
・
年
末
年
始

[

社
会
体
育
係]

●
徳
之
島
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

①
徳
之
島
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

競
技
別
交
歓
大
会

（
軟
式
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
空
手
道
、
剣
道
）

②
鹿
児
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

競
技
別
交
歓
大
会
軟
式
野
球

競
技
南
三
島
予
選

徳
之
島
３
町
の
輪
番
制
で

軟
式
野
球
大
会
を
開
催
し
、

優
勝
チ
ー
ム
は
鹿
児
島
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
歓

大
会
軟
式
野
球
競
技
の
出
場

権
を
獲
得

役場の仕事　社会教育課
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③
大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

競
技
別
交
歓
大
会

各
市
町
村
へ
の
指
導
者
、
選

手
の
派
遣

平
成
28
年
度
徳
之
島
町
に

て
相
撲
競
技
開
催

④
鹿
児
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

競
技
別
交
歓
大
会

大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
競
技
別
交
歓
大
会
に
お
い

て
出
場
権
を
獲
得
し
た
チ
ー

ム
を
派
遣

⑤
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
競
技
別
交
流
大
会

鹿
児
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
競
技
別
交
歓
大
会
に
お
い

て
出
場
権
を
獲
得
し
た
チ
ー

ム
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

●
徳
之
島
町
体
育
協
会

①
徳
州
球
技
大
会

徳
之
島
３
町
の
輪
番
制
で

大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
軟
式
野
球
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
サ
ッ
カ
ー
）

②
大
島
地
区
大
会

徳
之
島
町
体
育
協
会
加
盟

団
体
を
大
島
郡
内
へ
派
遣
。

平
成
28
年
度
は
徳
之
島
町
に

て
柔
道
、
剣
道
競
技
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

③
町
民
体
育
祭

徳
之
島
町
内
11
校
区
よ
り

参
加
し
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
、
Ｂ

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
競
技
。

（
尾
母
、
南
区
、
中
区
、
北
区
、

東
区
、
亀
徳
、
神
嶺
、
母
間
、

花
徳
、
山
、
手
々
）

参
加
対
象
者
は
徳
之
島
町

民
で
幼
児
か
ら
高
齢
者
で
26

競
技
が
競
わ
れ
ま
す
。

④
徳
之
島
町
地
区
対
抗
駅
伝
競

走
大
会

徳
之
島
町
内
11
校
区
よ
り

参
加
。
花
徳
支
所
前
を
ス
タ
ー

ト
し
亀
津
児
童
公
園
ま
で
の

コ
ー
ス
を
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
、
一
般
男
女
各
２
名

の
計
８
名
で
競
い
ま
す
。

⑤
第
57
回
日
本
復
帰
記
念
大
島

地
区
駅
伝
競
走
大
会

大
島
郡
内
輪
番
制
で
平
成

28
年
度
は
徳
之
島
町
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
大
島
郡
内
12
市

町
村
対
抗
の
駅
伝
大
会
で
す
。

●
徳
之
島
ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン

ド
推
進
協
会

①
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
や
各

競
技
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体
の
合

宿
や
自
主
ト
レ
を
誘
致
・
受

入
を
行
っ
て
い
ま
す
。
合
宿

誘
致
に
伴
い
、
合
宿
受
入
時

の
各
競
技
施
設
の
整
備
・
点

検
も
行
い
ま
す
。

②
歓
迎
事
業

合
宿
・
自
主
ト
レ
来
島
時

に
特
産
品
の
提
供
や
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
す
。

③
学
校
法
人
日
本
体
育
大
学
「
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る

協
定
」日

本
体
育
大
学
所
属
選
手

を
招
い
て
の
講
演
会
や
ス

ポ
ー
ツ
教
室
等
の
開
催
を
行

う
予
定
で
す
。「
日
本
体
育
大

学
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
宿
泊

所
の
利
用
」、「
日
本
体
育
大

学
学
友
会
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク

ル
の
合
宿
誘
致
・
受
入
」
な

ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

【
指
定
管
理
】

徳
之
島
町
健
康
の
森
総
合
運

動
公
園
、亀
津
公
園
、文
化
会
館
、

体
育
セ
ン
タ
ー
及
び
図
書
館
は
、

現
在
指
定
管
理
者
に
業
務
委
託

さ
れ
て
お
り
、
当
課
は
、
地
域

住
民
が
安
心
安
全
に
利
用
で
き

る
よ
う
施
設
の
修
繕
・
整
備
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

役場の仕事　社会教育課
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■
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東

日
本
大
震
災
）
の
被
害
に
つ
い
て

平
成
23
年
３
月
11
日
（
金
）
午
後
２
時

46
分
、
三
陸
沖
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
巨
大
地
震
が
突
如
日
本

を
襲
い
ま
し
た
。
地
震
に
よ
っ
て
発
生
し

た
津
波
は
、
市
役
所
前
で
５
ｍ
、
本
吉
町

登
米
沢
で
は
25
・
77
ｍ
に
達
し
、
18
・
65

平
方
km
が
浸
水
す
る
と
い
う
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

市
内
で
、
被
災
し
た
世
帯
数
は
、
９
，

５
０
０
世
帯
（
平
成
23
年
４
月
27
日
現
在
・

推
計
）、
被
災
し
た
住
宅
が
１
５
，
８
１
５

棟
（
平
成
26
年
３
月
31
日
現
在
）、
人
的

平成 28 年４月１日付で宮城県気仙沼市役所への派遣が発令され、
同日付で気仙沼市役所産業部商工課へ配属されました。今後は、被災
地復興の一助になれるよう全力で取り組むとともに、広報紙面を通じ
て被災地の現状を紹介することで、いつ起きるか分からない自然災害
への備えや防災意識等の向上へつながることを願っております。どう
ぞ、よろしくお願いいたします。

気仙沼市役所産業部商工課　主査　遠藤　智（徳之島町より派遣）

宮城県気仙沼市より
被災地レポート　　第 1 回

■
宮
城
県
気
仙
沼
市
に
つ
い
て

気
仙
沼
市
は
、
宮
城
県
の
最
北
東
端

で
北
上
山
地
の
南
東
部
に
位
置
し
ま
す
。

徳
之
島
町
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
１
，

７
０
０
km
以
上
も
あ
り
、
い
か
に
日
本
が

南
北
に
細
長
い
国
で
あ
る
か
を
改
め
て
実

感
し
ま
す
。

宮
城
県
の
地
図
で
、
岩
手
県
に
食
い
込

ん
だ
、
鳥
の
ト
サ
カ
の
よ
う
な
部
分
を
占

め
て
い
る
の
が
気
仙
沼
市
で
す
。
面
積
は

３
３
２
・
４
４
平
方
km
な
の
で
、
徳
之
島
全

体
（
２
４
７
・
７
７
平
方
km
）
が
す
っ
ぽ
り

入
る
大
き
さ
。
北
は
岩
手
県
陸
前
高
田
市
、

南
は
宮
城
県
南
三
陸
町
、
西
は
岩
手
県
一

関
市
及
び
宮
城
県
登
米
市
に
隣
接
し
、
太

平
洋
に
面
す
る
東
側
が
リ
ア
ス
式
海
岸
を

形
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
末
現
在
の
人
口
は
、

２
６
，
２
２
９
世
帯
、
男
性
３
２
，

２
５
２
名
・
女
性
３
４
，
０
７
８
名
の
計

６
６
，
３
３
０
名
で
す
。

被
害
は
、
１
，
０
３
１
名
（
直
接
死
）、

１
０
８
名
（
関
連
死
）
で
、
い
ま
だ
に

２
２
０
名
が
行
方
不
明
の
ま
ま
で
す
。

震
災
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
３
月
11
日

に
は
、
各
被
災
地
な
ど
で
追
悼
行
事
が
執

り
行
わ
れ
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
等
で
報
道
さ

れ
た
こ
と
か
ら
皆
様
方
も
ご
覧
に
な
っ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
報
道
番
組
に

よ
っ
て
は
、
着
実
に
復
興
が
進
ん
で
い
る

地
域
を
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、

未
だ
に
５
年
前
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
こ

と
を
映
し
出
し
て
紹
介
す
る
番
組
も
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
状
況
が

異
な
る
こ
と
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

気
仙
沼
市
内
で
は
、
沿
岸
の
地
域
が
甚

写真 1：鹿折唐桑駅前

写真 2：鹿折唐桑駅周辺
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大
な
被
害
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
写
真
１
～

２
は
、
平
成
23
年
９
月
13
日
に
気
仙
沼
湾

の
奥
に
位
置
す
る
鹿
折
地
区
で
撮
影
し
た

も
の
で
す
。
津
波
が
家
々
や
商
店
、
工
場

な
ど
を
飲
み
込
み
な
が
ら
漁
船
や
タ
ン

カ
ー
を
打
ち
上
げ
、
大
船
度
線
の
線
路
は

変
形
・
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
、
現
在
の

鹿
折
唐
桑
駅
周
辺
を
写
し
た
の
が
写
真
３

で
す
。
被
災
し
た
建
物
や
船
舶
は
撤
去
さ

れ
、
復
旧
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
線

路
跡
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
、
Ｂ
Ｒ

Ｔ
（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
が
運
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
「
気
仙
沼
」
の
地
名
の
由
来
は
？

気
仙
沼
は
、
私
が
高
校
卒
業
ま
で
の

18
年
間
を
過
ご
し
た
故
郷
で
す
が
、
再

び
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
、
郷
里
の
こ

と
は
何
も
知
ら
な
い
と
い
う
事
実
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
自

戒
の
念
を
含
め
て
、
気
仙
沼
に
ま
つ
わ

る
基
礎
知
識
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、「
気
仙
沼
」
の
地
名
の
由
来

で
す
。「
気
仙
沼
」
と
い
う
名
の
沼
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
と
、
素
朴
な
疑
問
を
抱

い
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
名

前
の
湖
沼
は
無
い
よ
う
で
す
。
地
名
の

由
来
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
気
仙
沼

地
方
の
郷
土
史
研
究
に
お
い
て
先
駆
者

と
さ
れ
る
千
葉
桑
園
氏
は
、「
け
せ
ん
ぬ

ま
史
話
」
に
次
の
よ
う
な
推
測
を
記
し

て
い
ま
す
。

■
気
仙
「
間
」（
波
静
か
な
と
こ
ろ
）
に

ち
な
ん
で
〕

気
仙
沼
は
む
か
し
「
計
仙
麻
」
と
書

か
れ
て
い
た
。
気
仙
沼
と
気
仙
（
現
在

の
陸
前
高
田
市
）
の
あ
た
り
に
「
計け

世せ

」

と
「
化け

麻ま

」
と
い
う
蝦え
み

夷し

が
い
た
の
で
、

そ
の
名
に
由
来
し
て
、「
計
仙
麻
」
と
な
っ

た
の
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。（
中
略
）

現
在
、
気
仙
沼
と
称
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
計
仙
麻
が
、
い
つ
の
間
に
か
誤
り
伝
え

ら
れ
て
、
そ
う
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
中
略
）
気
仙
沼
湾
は
、
東
、
西
、
北
の

三
方
山
に
囲
ま
れ
、
大
島
が
湾
口
に
あ
っ

て
湾
内
は
波
お
だ
や
か
で
、
船
の
停
泊
に

便
利
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
気

写真 3：現在の唐桑駅周辺

気
仙
沼
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
コ
ラ
ム

仙
の
「
間
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
気
仙
沼
の
「
沼
」
と
い

う
の
は
、「
間
」
が
な
ま
っ
て
そ
う
な
っ

た
も
の
で
あ
り
、
池
や
沼
の
よ
う
に
、

波
静
か
で
あ
る
と
い
う
類
似
の
連
想
か

ら
、
い
つ
の
間
に
か
「
沼
」
と
い
う
字

が
あ
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
説
に
ち
な
み
、
気
仙
沼
市
街

地
の
北
に
位
置
す
る
安
波
山
（
標
高

２
３
９
メ
ー
ト
ル
）
の
展
望
所
か
ら
市

街
地
を
眺
め
ま
し
た
。
左
右
を
山
に
囲

ま
れ
、
そ
の
奥
に
大
島
が
鎮
座
す
る
湾

内
は
、
正
に
沼
の
よ
う
で
波
が
穏
や
か

な
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。
こ
の
景
色

は
、
は
る
か
昔
か
ら
変
わ
る
こ
と
の
無

い
、
気
仙
沼
の
風
情
だ
と
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

参
考
文
献
：「
け
せ
ん
ぬ
ま
史
話
」
千
葉

桑
園
記
録
～
気
仙
沼
双
書
第
２
集
（
Ｎ

Ｓ
Ｋ
地
方
出
版
）
西
田
耕

安波山から望む気仙沼湾と市街地
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平
成
15
年
度
よ
り
引
き
続
き
、
国
民
健
康
保
険
事
業

の
一
環
と
し
て
下
記
に
よ
り
「
が
ん
ド
ッ
ク
」
を
実
施

し
ま
す
。

【
受
診
適
用
保
険
】
徳
之
島
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
と
す
る
。

【
年
齢
制
限
・
人
数
】
40
歳
以
上
65
歳
以
下
（
基
準
日
：

平
成
28
年
６
月
１
日
現
在
）
申
し
込
み
順
10
名
と
す

る
。
ま
た
、
１
世
帯
か
ら
１
名
と
す
る
。

【
保
険
税
の
納
税
状
況
】
平
成
24
年
度
～
平
成
27
年
度

健診

万
全
な
体
調
の
維
持
を
！

が
ん
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
一
部
助
成
に
つ
い
て

区分 検査項目

がんドック

１．全身ＰＥＴ検査
２．Ｘ線ＣＴ検査（胸・腹部）
３．超音波検査（腹部）
４．血液検査（腫瘍マーカー・血糖・ピ

ロリ菌・胃炎）
５．尿検査・便潜血検査
６．診察・検査結果説明

特定健診
厚生労働省が定める特定健康診査項目

（ヘモグロビン A1c・クレアチニン検査
を含む）

に
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。
ま
た
、
以

前
に
受
診
し
た
者
は
除
く
。

【
補
助
額
】
検
査
費
用
は
10
万
円
で
、
検
査
費

用
額
の
う
ち
３
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

【
検
査
機
関
】
医
療
法
人
慈
風
会
厚
地
記
念
ク

リ
ニ
ッ
ク
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
（
鹿

児
島
市
）

☎
０
９
９
―
２
２
６
―
８
８
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
―
２
２
６
―
８
８
７
２

【
受
診
期
間
】 

平
成
28
年
６
月
８
日
（
水
）
～
平

成
29
年
２
月
28
日
（
火
）

※
申
し
込
み
は
、
平
成
28
年
６
月
１
日
（
水
）

よ
り
、
本
庁
及
び
支
所
、
健
康
増
進
課
（
国

保
係
）
窓
口
で
本
人
受
付
と
致
し
ま
す
。（
印

鑑
を
ご
持
参
下
さ
い
。）

＊
平
成
27
年
４
月
か
ら
２
年
間
徳
之
島
町
全
住

民
を
対
象
に
厚
地
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
よ
る

交
通
費
特
別
割
引
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

厚
地
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。町

健
康
増
進
課　

国
保
係

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
６
）

花
徳
支
所　

国
保
係

☎
84
―
０
０
４
８

問

特
定
計
量
定
期
検
査
は
、
計

量
法
に
基
づ
き
、
取
引
や
証
明

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
計
量
器

（
は
か
り
）
を
対
象
に
２
年
ご

と
に
行
わ
れ
て
い
る
検
査
で
す
。

主
に
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
る

商
店
、
事
業
所
や
公
的
機
関
で

使
わ
れ
て
い
る
計
量
器
が
検
査

の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
取

引
や
証
明
な
ど
で
使
用
さ
れ
る

全
て
の
計
り
に
つ
い
て
、
計
量

法
に
基
づ
き
定
期
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
定
期
検
査
を

受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
販
売
所
な
ど
で
使
用
し
て
い
る

計
量
器
（
は
か
り
）

・
薬
局
な
ど
で
使
用
す
る
計
量
器

（
は
か
り
）

計量

は
か
り
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ

特
定
計
量
定
期
検
査
が
行
わ
れ
ま
す

・
学
校
な
ど
の
身
体
測
定
で
使
用

さ
れ
て
い
る
計
量
器
（
は
か

り
）

・
医
療
機
関
な
ど
で
使
用
さ
れ
て

い
る
計
量
器
（
は
か
り
）

・
事
業
所
や
工
場
な
ど
で
使
用
さ

れ
て
い
る
計
量
器
（
は
か
り
）

※
定
期
検
査
に
つ
い
て
は
、
７

月
５
～
7
日
の
予
定
で
す
。

検
査
時
に
は
、
手
数
料
が
発

生
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

町
地
域
営
業
課

☎
83
―
４
１
１
１

具
体
的
な
対
象

問
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■
北
里
第
一
三
共
ワ
ク
チ

ン
の
「
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
生
ワ
ク
チ
ン
」
を
接
種

さ
れ
た
方
お
よ
び
ご
家
族

の
皆
様
へ

２
０
１
５
年
１
月
か
ら
９
月
ま

で
に
実
施
し
た
「
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
生
ワ
ク
チ
ン
」
の
一
部
に
、

有
効
成
分
の
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
力り
き

価か

が
有
効
期
間
内
に
承
認
さ
れ
た

規
格
値
を
下
回
る
可
能
性
が
あ
る

ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

対
象
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
厚
生

労
働
省
は
、「
有
効
期
間
内
に
接

種
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
有
効

性
に
特
段
の
懸
念
は
生
じ
な
い
こ

と
か
ら
、
再
接
種
は
勧
奨
す
る
必

要
は
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し
て

お
り
ま
す
。
２
０
１
５
年
１
月
か

ら
９
月
の
期
間
に
接
種
さ
れ
た
お

子
さ
ん
を
お
持
ち
の
ご
家
族
の
方

で
、
抗
体
を
得
ら
れ
た
か
ご
心
配

や
ご
不
安
の
方
は
、
医
療
機
関
で

の
抗
体
検
査
及
び
追
加
接
種
が
可

能
で
す
。
一
度
保
健
セ
ン
タ
ー
の

方
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

風
疹
な
ど
の
感
染
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
82
―
３
１
２
１

問

感染症

■
「
風
し
ん
抗
体
検
査
」

に
つ
い
て

生
ま
れ
て
く
る
子
供
の
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
を
防

ぐ
た
め
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女

性
や
そ
の
配
偶
者
等
を
対
象
に

風
し
ん
抗
体
検
査
を
無
料
で
実

施
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
有
料
で
す
）

【
実
施
期
間
】

平
成
28
年
４
月
１
日
～

平
成
29
年
３
月
末
日
ま
で

【
町
内
協
力
医
療
機
関
】

宮
上
病
院

☎
82
―
０
０
０
２

徳
之
島
診
療
所

☎
83
―
２
１
３
１

（
お
問
い
合
わ
せ
は
右
記
医
療

機
関
へ
）

■
「
蚊
媒
介
感
染
症
」
に
つ

い
て

蚊
媒
介
と
は
ウ
イ
ル
ス
を
保
有

す
る
蚊
に
刺
咬
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
発
症
す
る
感
染
症
で
す
。
国
内

で
も
２
０
１
４
年
８
月
に
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

防
護
法
と
し
て
は
、

①
住
宅
周
辺
に
雨
水
な
ど
を
溜

め
な
い

②
屋
内
へ
の
蚊
の
侵
入
を
防
ぐ

③
忌
避
剤
の
使
用
や
皮
膚
の
露

出
を
避
け
る

こ
れ
ら
は
、
蚊
の
他
に
ダ
ニ
か

ら
の
感
染
症
（
重
症
熱
性
血
小
板

減
少
症
候
群
）
を
防
止
す
る
効
果

も
あ
り
ま
す
。

相談

誰
で
も
安
心
し
て
法
律
相
談
を

弁
護
士
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
相
談

ご
希
望
の
方
は
６
月
13
日
（
月
曜
日
）
ま
で
に
、
下
記
お
問
い
合

わ
せ
先
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日　

平
成
28
年
６
月
23
日
（
木
）　

13
時
～

■
場
所　
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

２
階
研
修
室

町
企
画
課　

☎
8 ２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問

調査

調
査
が
始
ま
り
ま
す

経
済
セ
ン
サ
ス
の
調
査
に
つ
い
て

平
成
28
年
６
月
１
日
現
在
で
、す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
（
ア
パ
ー

ト
経
営
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
個
人
宅
を
含
む
）
を
対
象
に

「
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
５
月
下
旬
よ
り

調
査
員
が
調
査
票
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
回
答

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
24
時
間
い
つ
で
も
回
答
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
）
に
は
絶
対
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

町
企
画
課　

☎
8 ２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問
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全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や
家
庭
内
に
お
け
る
虐
待

等
の
事
案
は
、
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人

権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
人
権
相
談
活
動
を
強

化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
下
記
の
と
お
り
専
門

相
談
電
話
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

を
実
施
し
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
な
ど
内
容

は
問
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
相
談
に
は
法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委

員
が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

１
．
実
施
機
関

鹿
児
島
県
地
方
法
務
局　

鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

２
．
実
施
日
時
等

①
期
間　

平
成
28
年
６
月
27
日
（
月
）
～

７
月
３
日
（
日
）
ま
で

②
時
間　

平
日
：
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

土
曜
日
・
日
曜
日
：
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

３
．
電
話
番
号

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０
（
全
国
共
通
・
無
料
）

※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

４
．
問
合
せ
先

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
―
２
５
９
―
０
６
８
４

土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

６
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で

の
期
間
は
「
土
砂
災
害
防
止

月
間
」
で
す
。

梅
雨
期
に
入
り
、
集
中
豪

雨
な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害
が

心
配
さ
れ
る
時
期
で
す
。
雨

の
降
り
方
や
土
砂
災
害
の
前

ぶ
れ
な
ど
に
注
意
し
、
危
険

箇
所
や
避
難
場
所
を
確
認
し

て
日
頃
か
ら
土
砂
災
害
に
つ

い
て
備
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
緊
急
時
は
早
め
の

避
難
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

お
近
く
の
避
難
所
や
避
難
経

路
を
確
認
し
、
い
ざ
と
い
う

と
き
早
め
の
避
難
が
行
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

町
建
設
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
５
１
、２
５
２
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か

ら
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
の
切
り
替
え
は
７
月
で

す
。保

険
料
を
完
納
し
て
い
る

方
に
は
被
保
険
者
証
を
簡
易

書
留
で
郵
送
い
た
し
ま
す
。

滞
納
が
あ
る
方
は
早
め
に
納

付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～
普
通
徴
収
の
納
付
月
が
変

わ
り
ま
し
た
～

１
期
・
・
・
８
月

２
期
・
・
・
10
月

３
期
・
・
・
12
月

４
期
・
・
・
２
月

町
健
康
増
進
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
３
４
、１
３
５
）

問

問

今
年
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
る
！

夢
お
ど
る
２
つ
の
サ
マ
ー

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞
金
は
１

等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円
で
す
。

今
年
も
１
枚
３
０
０
円
の
「
サ
マ
ー
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
」（
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）
が

全
国
の
宝
く
じ
売
り
場
で
発
売
さ
れ
ま
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明

る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

１
等　

５
億
円
×
23
本

（
発
売
総
額
６
９
０
億
円
・
23
ユ
ニ
ッ

ト
の
場
合
）

前
後
賞　

各
１
億
円
×
46
本

（
発
売
総
額
６
９
０
億
円
・
23
ユ
ニ
ッ

ト
の
場
合
）

●
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０
万

１
等　

７
０
０
０
万
円
×
１
２
０
本

２
等　

１
０
０
万
円
×
４
８
０
本

３
等　

10
万
円
×
３
，
６
０
０
本

（
発
売
総
額
３
６
０
億
円
・
12
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

販
売
期
間
：
平
成
28
年
７
月
６
日
（
水
）

～
７
月
29
日
（
金
）

抽
せ
ん
日
：
平
成
28
年
８
月
９
日
（
火
）

支
払
開
始
日
：
平
成
28
年
８
月
15
日
（
月
）
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広がる善意の輪
熊本地震義援金

新テニスコートから再出発
亀津中ソフトテニス部へボール寄贈

亀
津
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
５
月
９
日
、
新

設
工
事
を
請
け
負
っ
た
烈
士
総
業
か
ら
亀
津
中
学

校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
へ
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

烈
士
総
業
の
片
岡
友
廣
代
表
は
「
新
し
い
コ
ー

ト
で
練
習
に
励
み
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
部
員
を
激
励
。
主
将
の
中
江
優
由
さ
ん

は
「
感
謝
の
気
持
ち
を
目
標
達
成
の
形
で
表
せ
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
喜
び
と
感

謝
の
思
い
を
こ
め
て
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

待
ち
焦
が
れ
た
新
し
い
コ
ー
ト
で
の
練
習
が
始

ま
っ
た
亀
津
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
。
こ

れ
か
ら
の
部
活
動
生
活
に
期
待
を
寄
せ
、
部
員
の

顔
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

町
役
場
町
長
室
で
５
月
11
日
、
熊
本
地
震
へ
の

寄
付
金
の
寄
贈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
渕
上
工
業
建

設
㈱
代
表
者
や
南
区
女
性
連
会
員
が
寄
付
者
を
代

表
し
、
高
岡
秀
規
町
長
へ
義
援
金
を
手
渡
し
ま
し

た
。熊

本
地
震
の
被
害
を
受
け
、
南
区
女
性
連
で
は

商
業
施
設
前
で
の
募
金
活
動
、
各
会
社
等
で
は
職

場
で
の
呼
び
掛
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
方
面
か

ら
の
呼
び
掛
け
で
、
南
区
女
性
連
、
渕
上
建
設

工
業
㈱
と
協
力
会
社
、
町
役
場
職
員
か
ら
合
計

９
６
６
，
２
９
７
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

義
援
金
は
、
最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
南
阿

蘇
村
と
益
城
町
へ
、
町
を
通
し
寄
贈
さ
れ
ま
す
。

力
の
限
り
に
挑
む

第
50
回
全
空
連
鹿
児
島
県
空
手
道
選
手
権
大
会

平
成
28
年
４
月
30
日
～
５
月
１
日
、
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で

「
第
50
回
全
空
連
鹿
児
島
県
空
手
道
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
出
場
し
競
技
に
挑
み
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

【
形
部
門
】

（
幼
児
男
子
）
１
位
：
太
悠
貴
、（
小
学
１
年
男
子
）
３
位
：
福
清
右
史
郎
、

優
秀
賞
：
牧
山
毅
彦
、（
小
学
１
年
女
子
）
３
位
：
清
瀬
史
栞
、（
小
学
２

年
男
子
）
２
位
：
富
皓
二
郎
、（
小
学
３
年
男
子
）
１
位
：
米
良
幸
之
助
、

（
小
学
３
年
女
子
）
３
位
：
太
捺
貴
、（
小
学
４
年
男
子
）
３
位
：
樺
山
勝
己
、

優
秀
賞
：
東
田
誠
矢
・
清
瀬
徳
仁
、（
小
学
４
年
女
子
）
１
位
：
幸
山
琴
音
、

３
位
：
清
島
凛
海
、（
小
学
５
年
女
子
）
２
位
：
稲
村
凛
華
、
３
位
：
中
江

姫
乃
、（
小
学
６
年
男
子
）
３
位
：
丸
野
温
人
、
優
秀
賞
：
東
田
悠
志
、（
小

学
６
年
女
子
）
３
位
：
清
原
槙
、（
中
学
１
年
男
子
）
１
位
：
米
良
爽
太
郎
、（
中

学
１
年
女
子
）
３
位
：
上
木
梨
乃
、（
中
学
２
年
女
子
）
２
位
：
濱
崎
ひ
な

の
、（
少
年
男
子
・
高
校
）
３
位
：
樺
山
輝
、（
少
年
女
子
・
高
校
）
１
位
：

嶺
山
歩
美
、
３
位
：
川
本
奈
々
美

【
組
手
部
門
】

（
幼
児
男
子
）
３
位
：
太
悠
貴
、（
小

学
４
年
男
子
）
優
秀
賞
：
樺
山
勝
己
、（
小

学
６
年
女
子
）
優
秀
賞
：
清
原
槙
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ト
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ス
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黒砂糖祭り写真特集
町の話題
役場の仕事（社会教育課）
被災地レポート
町からのお知らせ
まちのきばいむん
健康トピックス
題字紹介／目次／新規採用
職員の紹介
戸籍の窓／わっきゃまちの
きまいたりっちゅ／町キャ
ラクター案の募集

02
03
05
08
10
13
14
15

16

index

表紙写真

井之川集落の水田で 4 月 16 日、
田植えが行われました。神之嶺小学
校や井之川中学校などから約 110 名
の地域の子どもたちが参加し、苗の
植え付けを体験しました。

新規採用職員の紹介

総務課

西川　謙太郎

住民生活課

中野　愛香

介護福祉課

元田　智貴

耕地課

米島　武勇幾

水道課

大山　剛

税務課

住田　義和

健康増進課

深川　将歳

介護福祉課

政岡　里美

建設課

川畑　優也

収納対策課

東　幸樹

介護福祉課

白山　亮太

地域営業課

住　明拓

建設課

直島　巧

社会教育課

宮原　昌平

日
々
、
楽
し
く

柔
軟
な
対
応
を
心
掛
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
！

町
民
に
愛
さ
れ
る
職
員
を

目
指
し
ま
す

何
事
も
全
力
で
！

日
々
精
進
！

楽
し
く
明
る
く
!!

誠
実
な
姿
勢
で
取
り
組
み
ま
す

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

取
り
組
む

謙
虚
な
姿
勢
で
初
心
を
忘
れ
ず

に
頑
張
り
ま
す

常
に
笑
顔
で

一
生
懸
命
!!

自
分
に
出
来
る
こ
と
を

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す

水
の
安
定
供
給
に

力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す

初
心
を
忘
れ
ず

い
ろ
ん
な
こ
と
を
吸
収
で
き

る
一
年
に
し
た
い
で
す

農業委員会事務局

盛　拓馬
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■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
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http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

広
報
と
く
の
し
ま
　
2016．

6
月
号
　
№
505

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

徳之島町の魅力を全国にＰＲでき

る『 ゆるキャラ 』 をつくろう♪

このたび、 徳之島町もイメージキャラク

ターを制作することになりました。

徳之島町のみなさまに愛され、 親しま

れる 『ゆるキャラ』 のデザインを広く募集

いたします。

詳しい募集内容等に関しては、 次回号

に掲載いたしますので、 お見逃しなく！！

町地域営業課　☎８３―４１１１

わっきゃまちの

今月のきまいたりっちゅは、
中　ミヤさん
（９６歳）亀徳

ミヤさんは、毎朝 6時すぎに起床し、地域サロン
で教わった体操をしているそうです。家事は何でも
一人でやりこなしているという元気なおばあちゃん。
40 歳の時にご主人が他界され、朝から晩まで一生
懸命働き 4 人の子ども達を育ててきたと苦労話しも
してくれました。

元気の秘訣は何ですかと
訪ねると、「毎日散歩をし
て、夕方から港の近くで
たくさんの友達と昔話を
することだよ」と話して
くれました。
ミヤさんの笑顔は、たく
さんの苦労を乗り越え、
自信に満ちあふれた素敵
な笑顔でした。

歌を唄いながら
草取りをしていました

徳之島町のゆるキャラ

大募集！！！

緊急告知


